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ラ･フェスタ　ミッレ・ミリア2019
　クラシックカーが４日間にわたり東北、
関東の約1400kmを巡るイベント「ラ･フェ
スタ　ミッレ・ミリア2019」が10月25日に
開幕し、1920年代～ 1960年代のクラシッ
クカーやスポーツカー約100台が10月26
日に七ヶ宿街道を通過しました。今年は役
場前がチェックポイントとなり参観者が手
を振って応援していました。参加者からは

「景色がとても良かった」などの声が聞かれ
ました。

▲役場前を通過するクラシックカー

「七ヶ宿湖一周ウォーキング2019」開催
　10月27日、七ヶ宿ダム湖畔において

「七ヶ宿湖一周ウォーキング2019」が開
催されました。当日は県内外より166名
の方々が参加され、約12㎞のダム湖畔を、
思い思いのペースで紅葉を楽しみながら歩
いていました。例年より紅葉の色づきが遅
れている状況でしたが、休憩所では笹巻き
ゆべし、ゴール後には秋の味覚たっぷりの
きのこ汁の振る舞いや地場産品が販売され、
みなさんから大好評でした。

▲ダム湖畔の紅葉を楽しみながら歩きました

「新そばまつり」開催
　11月９日、10日の２日間、七ヶ宿そば
街道の５店舗で新そばまつりが開催されま
した。全店で新そばを使ったもりそばが
500円で提供され、県内外から多くの方々
がこのイベントに訪れました。今年は天候
にも恵まれ、訪れた方は紅葉とともに七ヶ
宿の秋の味覚を楽しんでいました。各店舗
とも朝から閉店間際まで長い列ができ、賑
わいました。

▲各店舗多くの方で賑わいました

七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定結果
　11月５日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結果、以下の
とおりとなりました。
　平成25年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSvを超えないよ
うに管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。
　※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。

仮置き場の空間線量の推移 ○地下水の測定結果

●お問い合わせ
　総務課　☎３７－２１１１（担当:小掠）

単位:Bq/kg 　
調査項目 測定値

放射性ヨウ素
（Ｉ－131） 不検出

放射性セシウム
（Cs－134） 不検出

放射性セシウム
（Cs－137） 不検出

測定開始時から不検出となっています。

月号広報誌掲載

七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定について
１１月５日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結果、以下のとお

りとなりました。 
平成２５年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSv を超えないよう

に管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。 
※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。 

仮置き場の空間線量の推移 
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○地下水の測定結果 
単位:Bq/kg 

調査項目 測定値 
放射性ヨウ素(I－131) 不検出 
放射性セシウム(Cs－134) 不検出 
放射性セシウム(Cs－137) 不検出 

測定開始時から不検出となっています。 
 

●お問い合わせ 
総務課 ☎３７－２１１１（担当:小椋） 

飲酒運転は凶悪な犯罪です
　飲酒運転は極めて悪質・危険な犯罪です。町民の皆さん一人ひとりが「飲酒運転を絶対にしな
い、させない」という強い意志を持ち飲酒運転を根絶しましょう。

運転者だけでなく以下に該当する方も罰則を受けます。
　・酒気を帯びていて飲酒運転をするおそれのある人に車を提供すること。
　・飲酒運転をするおそれのある人に酒類を提供すること。
　・�運転者が酒気を帯びていることを知りながら、自己を運送するように要求・依頼

し、その車両に同乗すること。
飲酒運転を助長する・容認する行為は犯罪です。絶対にやめましょう。

●お問い合わせ　　ふるさと振興課　☎３７－２１９４　（担当：大滝）

酒酔い運転

酒気帯び運転

罰則

罰則

違反
点数

違反
点数

５年以下の懲役または
100万円以下の罰金

３年以下の懲役または
50万円以下の罰金

35点 ▶ 免許取り消し

13点 ▶ 免許停止
25点 ▶ 免許取消

厳罰

飲酒量にかかわらず、アルコールの影響により正常な運転ができない
おそれのある状態で車両等（自動車、原付、自転車など）を運転すること。

アルコール濃度が呼気１リットル中に0.15㎎以上で車両等を運転すること。


